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５６億５，０００万円
主　要　事　業　の　内　訳

✿人口減少の克服を目指すプロジェクト✿

人
移住定住事業 空き家バンク・移住相談・お試し移住体験 981万円

地域おこし協力隊活動事業 木工品の加工１名、川根高校魅力化推進（町と
学校を繋ぐコーディネーター１名）【新規】 606万円

町

社会福祉事業

・福祉センター運営事業（施設管理委託）
・�児童委員・民生委員活動支援（委員活動費、
研修、推薦会等）
・�社会福祉活動事業支援（身障者福祉会、手を
つなぐ育成会、保護司会、赤十字奉仕団等）

1億4,196万円

心身障がい者福祉事業 相談支援事業
医療費、日常生活用具、障がい者自立支援給付費等 2億1,327万円

高齢者福祉事業

・�敬老事業（敬寿者祝品贈呈・地域敬老事業支援）
・�外出支援サービス事業（高齢者等移動困難者
の外出支援）
・�シルバー人材センター事業支援
・�生きがい対応型デイサービスセンター事業
（町内２箇所の施設運営）
・�在宅高齢者配食サービス事業（週４回限度の
食事提供サービス）
・�緊急通報システムサービス事業（ひとり暮ら
し世帯等対象）

1億4,005万円

町立保育園運営
私立保育園・幼稚園運営支援

町内2園の維持管理、施設修繕、給食提供
運営支援 2億1,333万円

町立子育て支援センター等運営 施設維持管理、放課後児童クラブ運営委託 4,662万円

医療費等助成事業 ０歳から高校生相当年齢までの子ども医療費助成（完全無料）、
不妊治療費、未熟児養育医療費、産婦健診、産後ケア事業 １,883万円

常備消防委託等事業 委託先：静岡市消防局
川根北出張所修繕工事 2億136万円

社会資本整備交付金事業 橋りょう点検業務、昇泉橋塗装工事 4,910万円
デマンドタクシー運行管理事業 北部地区、南部地区 2,052万円
寸又峡路線バス運行事業 民間運行廃止に伴う措置 2,107万円
町営バス運行管理事業 １路線　４系統 2,063万円

教　
　
　
　
　
　
育

人材育成特別奨学金事業
・給付型（川根高校生限定/年額10万円）
・�貸付型（高校・大学・専門学校生/月４～８万
円、無利子、返済免除規定あり）

300万円

学校のあり方協議会 連携授業等の検証　今後の学校のあり方の調査研究 62万円
小学５年生県外体験、中学
生・高校生海外研修事業

小学生：北海道
中学・高校生：カナダホームステイ・インド高校生ＩＴ技術研修 2,035万円

小中学校ＩＣＴ教育推進事業 町内６校　５年間（平成29～33年）のうち３年目 7,084万円
「若者交流センター奥流」・「南
麓寮」・「よすが苑」運営事業 ３施設の適正な運営管理 9,627万円

公営塾運営事業 高校生・中学生の学習支援 3,137万円
文化会館公演事業 多種多様な舞台芸術鑑賞機会の提供 1,170万円
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平成３１年３月
定例会

一般会計予算
前年度比△8.80％（5億4,500万円減）

✿川根本町の強みを活かすプロジェクト✿

主　要　事　業　の　内　訳

茶　
・　
林　
業

農業　ＩｏＴシステムの運用
センサーによる気象状況計測データや生産管理
の実績などをデータベース化し栽培技術の普及、
継承につなげる

111万円

森林環境譲与税事業 景観伐採、木材利用の促進 937万円

野生鳥獣等被害防止対策事業 防護柵・電気柵設置補助、狩猟免許取得支援、
猟友会活動支援等 1,245万円

産業振興団体活動支援 森林組合おおいがわ、町猟友会、木の駅かわね等 659万円

温
泉
・
観
光
・
自
然

大井川流域観光対策事業 きかんしゃトーマス号運行イベント支援
大井川沿線地域活性化 1,200万円

寸又峡温泉観光施設整備事業 遊歩道落石防止工事、休憩所整備等 4,003万円

ユネスコエコパーク推進事業 エコパーク普及啓発、エコツーリズム推進、モ
ンベルフレンドエリア登録等 839万円

町内キャンプ場整備事業 トイレ洋式化等各種改修・修繕 658万円

仕　
　
　
　
事

地方創生推進事業

サテライトオフィス※（１）等誘致事業 409万円

空き家活用カフェ事業、テレワーク※（２）推進 888万円

青部駅周辺開発、吉田町連携事業、ブランディ
ング※（３） 606万円

プレミアム付商品券事業
消費税等の10％への引き上げが低所得者・子育
て世帯の消費に与える影響の緩和（国が全額補
助）

2,100万円

※（１）社内間をＩＣＴでつなぎ営業所的機能を持つ仕事場のこと
※（２）ＩＣＴを活用した場所や時間にとらわれない働き方のこと
※（３）�あるサービスや商品を特定のユーザーに価値があると認識

してもらい、市場での位置付けを確立する戦略のこと�

獣害対策の防護柵 お口の教室（生きがいの郷）
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一 

般 

会 

計

農
林
課

　
　

農
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
保
守
業
務
委
託
の

内
容
は
。

　
　

サ
ー
バ
ー
、
シ
ス
テ

ム
利
用
料
、
保
守
料
、

回
線
使
用
料
。
委
託
業
者

は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
静
岡

営
業
所
を
予
定
、
定
点
観

測
に
よ
る
デ
ー
タ
蓄
積
が

目
的
。
分
析
、
情
報
提
供

は
Ｊ
Ａ
大
井
川
、
農
業
者

が
デ
ー
タ
を
利
活
用
す
る
。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
関

係
事
業
の
見
通
し
は
。

　
　

試
算
で
は
２
，２
０
０�

万
円
程
度
。
当
初
予

算
で
は
、
そ
の
半
分
を
計

上
、
状
況
に
応
じ
て
補
正

予
算
で
対
応
し
た
い
。

問答問答

会
計
課

　
　

現
在
の
基
金
残
高
は
。

　
　

平
成
31
年
１
月
末
現

在
、一
般
会
計
33
億
１
，

２
１
７
万
円
、
特
別
会
計

２
億
４
，
４
１
９
万
６
千

円
、
土
地
開
発
基
金
１
億�

３
，
１
５
７
万
９
千
円
で

あ
る
。

税
務
住
民
課

　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
提
供
使
用
料
と

は
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証

明
書
を
交
付
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
そ
の
使
用

料
で
あ
る
。

情
報
政
策
課

　
　

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

が
、
利
用
し
に
く
い

問答問答問

と
の
声
を
聞
く
が
。

　
　

公
共
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
で

あ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ

イ
対
策
を
施
し
て
い
る
。

利
用
者
登
録
、
利
用
時
間

制
限
を
し
て
い
る
。

建
設
課

　
　

土
木
費
が
大
き
く
減

額
し
て
い
る
。
地
区

要
望
へ
の
対
処
は
で
き
て

い
る
か
。

　
　

要
望
に
優
先
順
位
を

つ
け
、
緊
急
度
を
考

慮
し
、
補
助
金
等
活
用
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　
　

大
井
川
の
河
床
が
上

が
っ
て
い
る
。
河
川

護
岸
の
台
風
被
害
な
ど
の

対
応
は
ど
う
か
。

　
　

県
は
河
川
計
画
を
策

定
、
計
画
優
先
順
位

に
よ
り
対
応
い
た
だ
い
て

い
る
。
護
岸
整
備
等
は
、

地
元
に
も
、
一
層
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
説
明
を
お

願
い
し
て
い
る
。

企
画
課

　
　

焼
津
市
と
の
連
携
事

業
の
空
き
家
カ
フ
ェ

答問答問答問

の
計
画
は
。

　
　

平
成
31
年
度
に
計
画
、

32
年
度
に
改
装
と
考

え
て
い
る
。
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
軽
食
の
提
供
が

で
き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
を

考
え
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
課

　
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
状

況
は
。

　
　

昨
年
度
、
委
託
業
者

の
変
更
を
し
た
。
利

用
者
は
固
定
型
が
97
件
、

携
帯
型
が
７
件
で
あ
る
。

観
光
商
工
課

　
　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
推
進
費
関
連
予
算

は
減
額
だ
が
、
町
の
考
え

は
。

　
　

過
去
の
事
業
検
証
で

減
額
と
な
っ
た
。
全

体
の
協
議
会
が
あ
り
、
そ

の
中
で
推
進
し
て
い
く
。

　
　

音
戯
の
郷
の
集
客
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

ト
ー
マ
ス
関
連
イ
ベ

ン
ト
期
間
を
夏
休
み

答問答問答問答

を
中
心
に
期
間
短
縮
予
定
、

年
間
を
通
し
て
集
客
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

議
会
事
務
局

　
　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

検
討
は
。

　
　

導
入
市
町
の
状
況
を

調
査
し
、
議
員
の
意

向
等
を
含
め
検
討
し
た
い
。

社
会
教
育
課

　
　

プ
ー
ル
利
用
期
間
延

長
の
検
討
は
。

　
　

町
民
利
用
動
向
、
燃

料
代
等
経
費
に
つ
い

て
検
討
し
、
現
在
は
４
か

月
と
し
て
い
る
。

　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
町

民
健
康
増
進
の
方
針

は
。

　
　

高
齢
者
福
祉
課
連
携

で
、
元
気
い
っ
ぱ
い

教
室
。
健
康
福
祉
課
連
携

の
運
動
教
室
を
展
開
。
継

続
実
施
に
努
め
る
。

く
ら
し
環
境
課

　
　

寸
又
峡
方
面
路
線
バ

ス
運
行
の
見
通
し
は
。

問答問答問答問

　

平
成
31
年
度
川
根
本
町
予
算
特
別
委
員
会
を
４
日
に

開
き
、
５
日
～
13
日
ま
で
、
担
当
課
別
に
審
査
を
行
い
、

一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
全
て
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

平成31年度　一般・特別会計予算総額82億4,390万円 　　 （前年比5億2,990万円減）

況を報告します。
審査日　３月４日～13日

予算特別委員会での審査の様子
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31
年
度
は
、
町
民
の

足
の
面
、
観
光
客
輸

送
面
の
二
面
性
を
踏
ま
え
、

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
１

年
間
検
討
す
る
。

　
　

ご
み
収
集
業
務
の
町

直
営
と
民
間
委
託
の

経
費
の
比
較
検
討
状
況
は
。

　
　

32
年
度
を
目
途
に
全

面
民
間
委
託
に
移
行

の
方
向
で
、
経
費
面
等
を

検
討
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
課

　
　

創
造
と
生
き
が
い
の

湯
を
観
光
利
用
す
る

こ
と
へ
の
考
え
は
。

　
　

町
民
の
福
祉
向
上
の

施
設
と
い
う
基
本
目

的
を
確
保
し
て
い
く
方
向

で
あ
る
。

答問答問答

総
務
課

　
　

旧
北
小
学
校
の
取
り

扱
い
は
。

　
　

具
体
的
活
用
対
策
等

は
な
い
。
解
体
費
の

積
算
等
を
し
た
経
緯
は
な

い
。

　
　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

の
空
調
工
事
は
、
利

用
に
支
障
は
出
な
い
か
。

　
　

で
き
る
か
ぎ
り
短
縮

対
応
す
る
。
通
常
使

用
し
な
が
ら
工
事
施
工
を

対
応
し
た
い
。

教
育
総
務
課

　
　

川
根
留
学
生
受
け
入

れ
の
財
源
確
保
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

寮
等
施
設
管
理
費
が

１
億
５
千
万
円
余
掛

か
っ
て
い
る
、
寮
が
分
散

し
て
非
効
率
と
な
っ
て
い

る
。
県
は
ハ
ー
ド
支
援
は

し
な
い
方
針
で
、
民
間
資

金
活
用
も
考
え
る
。
川
高

存
続
の
た
め
に
対
応
す
る

と
い
う
意
識
を
、
同
窓
会
、

学
校
と
共
有
し
て
い
き
た

い
。 問答問答問答

特 

別 

会 

計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

現
状
維
持
で
質
疑
な
し

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　

今
後
の
国
民
健
康
保

険
税
の
本
算
定
の
方

針
等
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
赤
字

補
て
ん
の
た
め
の
繰

り
入
れ
を
し
な
い
よ
う
、

国
・
県
よ
り
指
導
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、
運
営
協
議

会
で
５
年
、
10
年
先
を
見

据
え
た
運
営
方
針
等
を
協

議
し
て
い
く
。

　
　

町
民
が
健
康
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
、
医

療
負
担
を
抑
制
し
、
保
健

税
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
。

　
　

特
定
健
診
を
受
診
し

て
い
る
被
保
険
者
の

医
療
費
が
、
比
較
的
低
い

傾
向
が
あ
る
の
で
、
受
診

率
向
上
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

問答問答

介
護
保
険
事
業

　
　

事
業
対
象
者
把
握
事

業
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

健
康
診
断
通
知
に
同

封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

介
護
リ
ス
ク
を
把
握
、
結

果
に
応
じ
講
座
の
紹
介
を

し
て
い
る
。

訪
問
看
護
事
業

　
　

訪
問
看
護
事
業
の
看

護
師
確
保
は
ど
う
か
。

　
　

現
状
で
対
応
で
き
て

い
る
。

簡
易
水
道
事
業

　
　

台
風
24
号
で
北
部
方

面
水
道
の
濁
り
の
原

因
は
。

　
　

沢
の
濁
り
が
タ
ン
ク

に
入
っ
た
。
ろ
過
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
浄

水
場
の
監
視
装
置
が
停
電

で
停
止
し
た
の
も
原
因
。

今
後
業
者
と
対
策
を
検
討

す
る
。

い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

　
　

本
川
根
診
療
所
の
閉

院
で
、
い
や
し
の
里

問答問答問答問

平成31年度　一般・特別会計予算総額82億4,390万円 　　 （前年比5億2,990万円減）

予算特別委員会の審査状

▼
ま
と
め
▲

　

予
算
特
別
委
員
会
で

は
、
担
当
課
別
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
連
日
、

各
課
長
、
担
当
職
員
に

出
席
を
い
た
だ
き
、
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
質
疑
・
意

見
・
提
案
な
ど
が
出
さ

れ
、
町
長
、
課
長
、
担

当
職
員
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
31
年

度
予
算
が
有
効
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
熱
心
に
審
査
に
望

ん
だ
委
員
の
皆
様
、
ま

た
、
丁
寧
に
対
応
い
た

だ
い
た
職
員
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

�

委
員
長　

石
山
貴
美
夫

�

副
委
員
長　

坂
本　

政
司

診
療
所
へ
の
影
響
と
対
応

は
。

　
　

一
時
的
に
増
加
す
る

こ
と
は
想
定
し
て
い

る
。
現
在
、
対
応
に
つ
い

て
医
師
と
協
議
し
て
い
る
。

答

創造と生きがいの湯　全景
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補

正

予

算

◎
一
般
会
計

　

補
正
額
２
億
８
７
３
０�

万
を
減
額
し
て
予
算
総
額

61
億
６
６
４
７
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

〇
減
額
の
主
な
理
由

　

経
費
の
精
査
、
入
札
差

金
、
実
績
見
込
み
に
基
づ

く
減
額
。

〇
増
額
の
主
な
理
由

　

基
金
利
子
積
立
金
、
災

害
復
旧
に
伴
う
測
量
業
務

委
託
料
。

〇
繰
越
明
許

　

年
内
完
成
が
見
込
め
な

い
こ
と
で
、
次
年
度
へ
繰

り
越
す
工
事
９
件
総
額

２
億
１
４
１
３
万
７
千
円
。

◎
介
護
保
険
事
業

　

補
正
額
38
万
５
千
円
追

加
し
て
予
算
総
額
13
億�

３
１
３
４
万
７
千
円
と
す

る
。

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
の
増
額

等
。

◎
簡
易
水
道
事
業

　

補
正
額
６
６
７
万
７
千

円
を
減
額
し
て
予
算
総
額

13
億
３
１
３
４
万
７
千
円

と
す
る
。

　

工
事
請
負
費
及
び
施
工

管
理
委
託
料
の
入
札
差
金

に
よ
る
減
額
。

◎
温
泉
事
業

　

補
正
額
41
万
３
千
円
を

減
額
し
て
予
算
総
額
１
６�

６
６
万
６
千
円
と
す
る
。

　

台
風
被
害
に
よ
る
接
岨

峡
温
泉
引
湯
管
の
復
興
工

事
が
、
年
度
内
の
執
行
が

見
込
め
な
い
た
め
。

◎
い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
　

補
正
額
２
３
３
万
３
千

円
を
減
額
し
て
予
算
総
額

５
５
３
８
万
３
千
円
と
す

る
。

　

医
師
募
集
経
費
の
減
額
。

条

例

制

定

〇
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

　

企
業
の
振
興
に
関
す
る

基
本
理
念
を
定
め
、
健
全

か
つ
持
続
的
な
発
展
を
促

進
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
及
び
町
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
め
る
。

条
例
の
一
部
改
正

〇
町
営
バ
ス
条
例
の
一
部

を
改
正

　

新
規
バ
ス
停
設
置
・
寸

又
峡
町
営
バ
ス
路
線
の
新

規
運
行
。

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　定例会の会期中、６日間にわたり予算特別委員会・第２常任委員会
を開き、次の案件を審査しました。

・平成31年度予算７件
・川根本町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定
・川根本町営バス条例の一部を改正する条例など４件
・平成30年度補正予算５件
・町道路線の認定
・静岡地方税滞納整理機構規約の変更

　すべて原案のとおり可決しました。

新規　前山バス停移動した崎平バス停川根本町コミュニティバス（寸又峡路線バス）
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〇
水
道
施
設
工
事
監
督
者

の
配
置
基
準
及
び
資
格
基

準
並
び
に
水
道
技
術
管
理

者
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正

　

水
道
布
設
工
事
監
督
者

の
配
置
基
準
及
び
資
格
基

準
並
び
に
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
要
件
の
改
正
。

〇
特
別
会
計
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正

　

平
成
31
年
度
か
ら
温
泉

事
業
特
別
会
計
の
廃
止
の

改
正
。（
一
般
会
計
で
会

計
処
理
）

〇
温
泉
事
業
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正

　

温
泉
事
業
特
別
会
計
の

廃
止
に
伴
い
、
基
金
運
用

で
生
ず
る
収
益
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
で
会
計
処
理
す

る
た
め
の
改
正
。

第２常任委員会審査報告
審査日　平成31年３月14日

川
根
本
町
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
中
小
企

業
、
小
規
模
企
業
の
持

続
的
な
振
興
を
重
要
な

課
題
と
し
て
位
置
づ

け
、
基
本
理
念
と
各
主

体
の
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
中
小

企
業
、
小
規
模
企
業
自

ら
の
創
意
工
夫
及
び
自

主
的
な
努
力
を
求
め
る

こ
と
で
、
町
民
が
豊
か

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
た
め
に
制
定
す

る
も
の
。

　
　

定
義
の
中
に
、
小
規

模
企
業
や
中
小
企
業

と
あ
る
が
、
商
工
会
の
会

員
で
な
い
企
業
等
も
該
当

す
る
の
か
。

　
　

町
内
に
事
務
所
や
事

業
所
を
有
す
る
企
業

で
あ
れ
ば
該
当
す
る
。

　
　

町
内
で
は
、
農
業
関

係
の
組
合
、
お
茶
関

問答問

係
の
団
体
等
も
あ
る
が
、

区
分
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

　
　

農
業
関
係
の
団
体
等

も
第
２
条
に
規
定
す

る
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば

該
当
事
業
所
と
な
る
。

　
　

農
業
法
人
等
も
商
工

会
の
会
員
で
あ
れ
ば

該
当
す
る
の
か
。

　
　

商
工
会
に
加
入
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
は

な
く
、
自
園
自
販
の
農
家

等
も
小
規
模
企
業
と
し
て

の
扱
い
に
な
る
。

　
　

商
工
業
に
関
す
る
補

助
金
等
に
つ
い
て
、

国
・
県
・
町
の
補
助
金
や

商
工
会
独
自
の
補
助
金
等

重
複
す
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
そ
う
い
っ

た
区
分
け
を
ど
う
す
る
の

か
。 答問答問

　
　

町
の
補
助
金
要
綱
制

定
に
お
い
て
は
、
商

工
会
な
ど
の
関
係
団
体
と

協
議
し
な
が
ら
、
見
直
し

や
制
定
な
ど
も
考
え
て
い

く
。

　
　

今
後
は
、
町
の
商
工

業
の
振
興
に
つ
い
て
、

振
興
会
議
を
中
心
に
行
っ

て
い
く
の
か
。

　
　

商
工
業
の
振
興
会
議

は
あ
く
ま
で
町
の
商

工
業
に
関
す
る
各
団
体
の

会
議
で
あ
り
、
そ
の
中
で

決
め
た
こ
と
は
商
工
観
光

委
員
会
に
て
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。

質
疑
の
後
、
討
論
は
な
く
、

全
員
起
立
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

第
２
常
任
委
員
会

�

委
員
長　

坂
本
政
司

答問答

そ

の

他

○
町
道
路
線
の
認
定

　

町
道
藤
川
崎
平
線
・
町

道
下
澤
間
線
・
町
道
青
部

中
央
支
線
３
号
。

○
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
規
約
の
変
更

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
る

自
動
車
取
得
税
の
廃
止
に

伴
い
、
機
構
の
規
約
の
一

部
改
正
の
変
更
を
議
決
し

た
。

町道に認定された藤川崎平線（藤川入口）

常任委員会審査の様子
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　　・質問の概要を発言順に掲載します。
　　・�一般質問のページは、質問した議員が執筆・編集

しています。

９ページ
野口　直次　議員
新年度予算の主要な柱は

10ページ
石山貴美夫　議員
観光は町の重要産業、専門の人材の全国公募をしないか

11ページ
中原　　緑　議員
学校統合で予測されるメリット・デメリットは

12ページ
杉山　広充　議員
学校統合について、保護者の声の吸い上げを

13ページ
澤西　省司　議員
森林環境譲与税の一部を害獣駆除に

町内各区より要望される事項について  （平成30年３月定例会）

Ｑ．平成29年10月の大雨で元藤川、西平で土砂の流出被害が発生。
　　民家に土砂が流入、雨が降るたび不安である、その対応は。

Ａ．�土砂災害は元藤川地区と相談し、安心安全な対策を関係先と
ともに進めたい。

現状．�平成30年９月に町建設課において、コンクリート壁を設置
し、万が一土砂が流出しても畑、民家への土砂流入が防止
できるよう対応した結果、かなりの降雨にも対応できる状
況となりました。

　　　�議会としても今後、国や県に町内の治山対策をお願いして
いきたいと思います。

質問者：石山貴美夫議員

５
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

３
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

西平地区の工事箇所

8

一 般
質 問

あの一般質問

どうなっただやぁ～



新
年
度
予
算
の
柱
は

　
　
　

新
年
度
当
初
予
算

編
成
の
、
主
要
な

柱
を
伺
う
。

　
　
　

こ
こ
ま
で
整
備
し

て
き
た
環
境
や
礎

を
最
大
限
に
生
か
し
、
基

本
的
に
は
、
前
年
度
と
同

じ
く
第
２
次
総
合
計
画
の

重
点
戦
略
の
「
川
根
本
町

の
強
み
を
生
か
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
「
人
口

減
少
の
克
服
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
を

施
策
の
柱
と
し
、
効
率
的

で
効
果
的
な
予
算
編
成
と

し
た
。

　
　
　

人
口
減
少
対
策
の

中
、
多
様
な
働
き

方
を
提
案
し
、
当
町
に
人

を
呼
ぶ
込
む
具
体
的
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

質
問

町
長

質
問

問 新年度予算の主要な柱は

答 効率的で効果的な予算編成をした。

　
　
　

27
年
度
に
高
度
情

報
通
信
施
設
を
整

備
し
た
。
28
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
テ
レ
ワ
ー

ク
事
業
に
よ
り
川
根
本
町

に
合
っ
た
働
き
方
が
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。
29
年

度
に
は
Ｉ
Ｔ
企
業
ゾ
ー

ホ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

が
開
所
さ
れ
た
。
31
年
度

は
当
町
の
特
色
を
生
か
し

た
企
業
誘
致
に
よ
り
第
二
、

第
三
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
目
指
す
。
国
、

県
と
連
携
し
東
京
圏
か
ら

の
移
住
就
業
支
援
事
業
を

展
開
し
、
町
内
へ
の
就
業

者
確
保
に
努
め
た
い
。

財
源
確
保
に
つ
い
て

　
　
　

人
口
減
少
が
著
し

い
中
、
今
後
の
交

町
長

質
問

付
税
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
　
　

普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
え
と

い
っ
た
優
遇
措
置
の
縮
減

等
か
ら
今
後
の
行
財
政
運

営
に
大
き
な
不
安
も
生
じ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。

　
　
　

当
然
人
口
が
減
る

と
税
収
の
減
も
発

生
す
る
。
普
通
交
付
税
は

逆
に
加
算
の
対
象
に
な
る

が
、
今
後
交
付
税
総
額
に

つ
い
て
は
減
る
可
能
性
は

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

当
町
の
よ
う
な
源

流
部
は
、
川
下
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

水
に
関
す
る
よ
う
な
収
入

源
を
国
へ
、
新
し
い
税
を

要
望
で
き
な
い
か
を
伺
う
。

町
長

総
務
課
長

質
問

　
　
　

新
年
度
予
算
計
上

の
森
林
環
境
譲
与

税
は
、
公
益
性
の
高
い
森

林
整
備
の
た
め
に
国
民
負

担
を
原
資
に
地
方
自
治
体

へ
交
付
さ
れ
る
、
趣
旨
に

沿
っ
た
新
制
度
と
考
え
る
。

新
た
な
税
の
創
設
は
長
い

年
月
を
要
す
る
が
、
源
流

部
の
実
情
を
国
に
伝
え
、

全
国
の
市
町
村
と
協
力
し

て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

町
合
併
後
の
課
題

　
　
　

区
の
再
編
が
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

地
区
再
編
と
い
う

の
は
、
行
政
主
導

で
な
く
地
区
主
導
と
の
考

え
を
持
っ
て
い
る
。
協
議

す
る
場
と
し
て
は
、
区
長

連
絡
会
で
協
議
を
継
続
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
長

質
問

総
務
課
長

　
　
　

合
併
以
降
、
町
の

公
共
施
設
で
減
少

し
た
数
を
伺
う
。

　
　
　

川
根
本
町
に
な
っ

て
か
ら
減
っ
た
施

設
は
な
い
。
旧
２
町
が
そ

れ
ぞ
れ
類
似
す
る
施
設
を

持
ち
合
わ
せ
て
な
か
っ
た
。

そ
の
他
の
質
問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
教

育
委
員
会
の
新
規
隊
員
の

募
集
・
農
林
課
の
現
隊
員

の
今
後
）、
消
費
税
の

ア
ッ
プ
、
各
施
設
の
使
用

料
、
合
併
当
時
か
ら
の
公

共
施
設
の
借
地
料
、「
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
」
の
上
乗
せ
、「
長
島

ダ
ム
ふ
れ
あ
い
館
」
の
維

持
管
理
費
の
国
の
支
援
な

ど
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問

総
務
課
長

トンネルの開通は町民をひとつにした。

川根本町役場本庁舎

野口直次 議員
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年
59
万
も
人
が
来

て
い
る
が
今
一
つ

経
済
活
性
に
反
映
し
な
い

が
。

　
　
　

寸
又
峡
周
辺
資
源

活
用
検
討
協
議
会

で
、
温
泉
街
の
空
き
地
、

空
き
家
の
利
活
用
、
飲
食

提
供
・
休
憩
所
や
体
験
施

設
、
観
光
案
内
所
充
実
、

ガ
イ
ド
養
成
な
ど
検
討
中
。

　
　
　

寸
又
峡
宿
泊
者
は
、

平
成
19
年
約
６
万

人
、
29
年
約
３
万
5
千
人

と
激
減
し
た
が
、
対
策
は
。

質
問

町
長

質
問

　
　
　

旅
行
者
ニ
ー
ズ
変

化
へ
の
対
応
の
遅

れ
、
サ
ー
ビ
ス
・
経
営
、

昔
と
変
わ
ら
な
い
観
光
資

源
な
ど
が
主
要
因
と
考
え

る
。
客
は
若
い
カ
ッ
プ
ル

層
、
日
帰
り
客
が
増
加
。

吊
橋
の
待
ち
時
間
、
交
通

渋
滞
、
夜
間
対
策
等
課
題

が
生
じ
、
キ
ャ
パ
オ
ー

バ
ー
の
状
況
も
あ
る
。
地

元
団
体
と
協
議
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
や
美
し
い

町
長

質
問

村
連
合
な
ど
、
経
済
力
上

昇
に
ど
う
結
び
つ
け
る
か
。

　
　
　

自
然
・
文
化
・
歴

史
を
楽
し
み
学
べ

る
観
光
、
体
験
交
流
等
継

続
し
て
取
り
組
む
。
美
し

い
村
連
合
は
、
付
加
価
値

を
高
め
地
域
資
源
保
護
、

経
済
発
展
が
目
的
。
地
域

資
源
活
用
、
周
遊
コ
ー
ス

の
開
発
、
自
然
環
境
や
歴

史
文
化
を
生
か
し
た
ツ
ー

リ
ズ
ム
展
開
を
し
た
い
。

　
　
　

観
光
資
源
の
ブ
ラ

シ
ュ
ア
ッ
プ
効

町
長

質
問

果
・
回
遊
コ
ー
ス
、
誘
導

の
工
夫
は
。

　
　
　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
周

遊
マ
ッ
プ
作
成
、

案
内
看
板
設
置
、
歩
道
整

備
を
実
施
し
た
。
モ
デ
ル

コ
ー
ス
作
成
等
、
旅
行
商

品
造
成
を
促
し
て
い
る
。

　
　
　

関
係
人
口
の
発
想

か
ら
、
軍
師
的
人

材
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

関
係
人
口
、
定
住

人
口
の
中
の
人
材

に
観
光
活
性
化
の
力
を
頂

く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

町
長

質
問

町
長

　
　
　

明
確
な
イ
メ
ー
ジ

の
新
た
な
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
が
必
要
で
は
。

　
　
　

満
足
度
の
高
い
観

光
商
品
の
提
供
、

特
徴
あ
る
観
光
イ
メ
ー
ジ

形
成
、
確
立
を
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

町
内
キ
ャ
ン
プ
場

施
設
は
、
十
年
前

約
２
万
人
が
、
約
４
万�

３
千
人
と
激
増
、
対
応
が

遅
れ
て
な
い
か
。
回
遊
・

買
い
物
・
体
験
情
報
等
を

提
供
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

案
内
・
周
辺
回

遊
・
体
験
等
情
報

提
供
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

期
待
感
を
高
め
る

案
内
看
板
、
誘
導

サ
イ
ン
の
設
置
は
。

　
　
　

調
査
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　

歴
史
や
文
化
財
の

案
内
誘
導
サ
イ
ン
は
。

　
　
　

文
化
財
保
護
審
議

会
等
で
協
議
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
実
施
。

　
　
　

寸
又
峡
露
天
風
呂
、

接
岨
峡
温
泉
、
も

質
問

観
光
商

工
課
長

質
問

観
光
商

工
課
長

質
問

観
光
商

工
課
長

質
問

社
会
教

育
課
長

質
問

問
観
光
は
町
の
重
要
産
業
、
専
門
の
人
材
の
全
国
公
募
を
し
な
い
か

答
軸
に
な
る
人
材
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

り
の
い
ず
み
は
、
い
ず
れ
も

客
が
半
減
し
た
が
対
策
は
。

　
　
　

課
題
で
あ
り
、
今

後
温
泉
街
の
周
遊

を
含
め
検
討
し
た
い
。

　
　
　
「
梅
島
下
温
泉
」

は
活
用
さ
れ
て
い

な
い
。
四
季
の
里
足
湯
な

ど
に
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　

温
泉
ス
タ
ン
ド
と

し
て
運
用
当
初
、

泉
温
26
．１
度
毎
分
40
．９

ℓ
の
湧
出
量
が
、
本
年
、

泉
温
が
13
．１
度
、
１
．29

ℓ
に
減
少
。
足
湯
に
は
湯

量
が
少
な
く
、
沸
か
す
経

費
の
面
、
用
地
、
駐
車
場

等
の
整
備
の
面
か
ら
も
課

題
が
あ
り
、
厳
し
い
。

　
　
　

観
光
協
会
事
務
局

長
の
人
材
を
全
国

公
募
す
る
考
え
は
。

　
　
　

関
係
人
口
、
定
住

人
口
の
中
か
ら
力

を
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
。

観
光
の
軸
と
な
る
人
材
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
き
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
募
集
も
検

討
し
た
い
。

観
光
商

工
課
長

質
問

く
ら
し

環
境
課
長

質
問

観
光
商

工
課
長

石山貴美夫議員
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地
域
若
者
教
育
費

の
増
額
の
要
因
は

川
根
留
学
生
へ
の
負
担
増

で
あ
る
。
負
担
軽
減
の
た

め
①
寮
費
の
実
質
値
上
げ

②
下
宿
先
の
掘
り
起
こ
し

③
寮
の
下
宿
先
の
洗
い
出

し
④
寮
の
集
約
化
⑤
県
へ

の
お
願
い
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

寮
費
の
変
更
や
、

下
宿
の
洗
い
出
し
、

宿
泊
施
設
の
あ
り
方
を
含

め
検
討
し
て
い
く
。
県
に

対
す
る
経
費
負
担
は
根
気

よ
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　

下
宿
は
町
の
経
費

負
担
を
軽
減
で
き

る
か
ら
、
町
か
ら
の
補
助

を
３
万
円
か
ら
４
万
円
に

引
き
上
げ
て
、
受
け
入
れ

先
の
拡
大
を
は
か
れ
な
い

質
問

町
長

質
問

問 学校統合で予測されるメリット・デメリットは

答 詳しくは、町のホームページで確認を

か
。

　
　
　

金
額
を
上
げ
た
か

ら
下
宿
先
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

考
え
る
。

　
　
　

下
宿
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

生
徒
・
学
校
・
下
宿
を
繋

げ
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
立
ち
上
げ
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　

既
に
教
育
委
員
会

と
学
校
が
対
応
し

て
い
る
。

　
　
　

町
内
小
中
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進

業
務
委
託
料
の
推
移
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

平
成
34
年
度
ま
で
、

５
年
間
で
３
億�

２
４
６
０
万
円
を
Ｉ
Ｔ
人

材
育
成
事
業
共
同
企
業
体

教
育
総

務
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

（
代
表　

東
海
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
）
と
締
結
し
た
。
推
進

方
法
や
事
業
内
容
に
つ
い

て
、
協
議
し
な
が
ら
実
施

す
る
た
め
、
年
度
ご
と
の

支
払
い
額
は
異
な
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
業
務

は
、
平
成
35
年
度
以
降
も

引
続
き
で
き
る
よ
う
な
形

で
今
進
め
て
い
る
。

　
　
　

来
年
度
始
ま
る
英

語
教
育
の
対
応
に

つ
い
て
、
現
在
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

町
内
６
か
所
の
小
中
学
校

を
巡
回
し
て
い
る
。
幼
児

英
語
教
育
は
大
切
。
合
併

以
前
の
よ
う
に
保
育
園
・

幼
稚
園
で
も
英
語
指
導
を

す
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

中
学
校
で
は
ア

イ
・
パ
ッ
ド
を
活

用
し
て
Ａ
Ｉ
と
会
話
す
る

英
語
授
業
を
進
め
る
。
小

学
校
で
は
電
子
辞
書
を
活

用
し
て
英
語
を
学
習
す
る
。

大
学
の
先
生
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
く
中
で
保
育
園
・

幼
稚
園
の
指
導
も
進
め
る

こ
と
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　

小
中
学
校
の
統
合

の
パ
タ
ー
ン
（
統

合
例
）
が
９
例
示
さ
れ
て

い
る
が
、
代
表
的
な
例
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
　
　
　

教
育
の
あ
り
方
検

討
協
議
会
の
中
で

は
、
集
約
あ
り
き
で
は
な

く
、
ま
ず
は
川
根
本
町
の

教
育
を
ど
う
す
る
か
を
考

質
問

教
育
総

務
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

え
、
予
測
さ
れ
る
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
不
安
を
与
え
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
徒
数
の
減
少
に

よ
る
部
活
動
の
運

営
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る

地
域
の
方
々
の
力
は
必
要

か
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
小
中
学
校
に
お
い
て
、

地
域
の
方
々
も
巻
き
込
み

な
が
ら
学
校
運
営
を
進
め

る
仕
組
み
で
今
後
検
討
し

た
い
。

質
問

教
育
総

務
課
長

中原　緑 議員

“楽しいね” タブレット授業

寮生が増加した南麓寮
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杉山広充 議員

問
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
声
の
吸
い
上
げ
を

答
例
え
ば
、
保
護
者
説
明
会
等
も
踏
ま
え
研
究
会
で
協
議

　
　
　

中
学
１
・
２
年
生

が
、
本
町
公
営
塾

を
通
常
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
委
託
業
者
（
Ｂ
ｉ
ｒ

ｔ
ｈ
47
）
と
話
し
合
い
、

良
い
方
策
を
模
索
し
た
の

か
。

　
　
　

施
設
の
ス
ペ
ー

ス
、
指
導
者
数
の

問
題
等
か
ら
、
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
「
中
学
校
の
部
活

動
は
火
・
木
・
金

の
週
３
日
。
奥
流
の
多
目

質
問

町
長

質
問

的
室
は
常
時
使
用
し
て
い

な
い
」
と
聴
く
。

　

月
・
水
曜
日
を
１
・
２

年
生
に
限
定
し
て
の
運
営

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

再
度
、
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
47

と
話
し
合
い
、
良
い
方
策

を
生
み
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
の
点
を
伺
う
。

　
　
　

学
校
教
育
と
塾
と

い
う
も
の
、
こ
れ

に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
か
。

　
　
　

学
校
教
育
が
主
で

塾
は
補
助
と
考
え

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

杉
山

　
　
　

奥
流
１
階
部
分

は
、
自
習
室
と
し

て
利
用
し
て
お
り
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
「
で
き
な
い
理
由

を
探
す
の
は
、
や

め
よ
う
。
で
き
る
方
法
を

見
つ
け
よ
う
。」
こ
の
精

神
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

保
護
者
代
表
の
教

育
委
員
が
、
平
成

29
年
10
月
か
ら
約
１
年
６

か
月
不
在
と
な
っ
て
い

る
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

教
育
総

務
課
長

杉
山

質
問

　
　
　

教
育
委
員
の
職
務

や
服
務
内
容
か

ら
、
人
選
に
苦
慮
し
て
い

る
。
今
後
、
教
育
委
員
会

に
お
い
て
早
期
の
対
応
を

考
え
て
い
る
。

　
　
　

本
町
の
小
・
中
学

校
の
保
護
者
は
、

約
３
０
０
人
い
る
と
推
測

す
る
。

　

こ
の
保
護
者
の
中
に
教

育
委
員
の
適
任
者
が
必
ず

い
る
と
思
う
。

　

任
命
は
、
い
つ
頃
か
。

町
長

質
問

　
　
　

時
期
に
つ
い
て

は
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
。
早
期
に
実
践

で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

　
　
　

昨
年
の
３
月
・
９

月
議
会
で
学
校
の

統
合
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
思
い
、
本
音
の
吸
い
上

げ
を
要
望
し
た
。
町
長
も

教
育
長
も
町
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
と
答
弁
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
護
者
の
声

を
吸
い
上
げ
る
努
力
、
方

策
を
講
じ
た
の
か
。
伺
う
。

　
　
　
「
教
育
の
あ
り
方

検
討
協
議
会
」
の

保
護
者
の
代
表
か
ら
意
見

を
聞
い
て
い
る
。
来
年

度
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か

を
含
め
て
検
討
実
行
し
た

い
と
思
う
。

　
　
　

研
究
会
の
中
で
、

梅
澤
委
員
長
か

ら
、
保
護
者
等
の
意
見
を

吸
い
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
保
護
者
説
明
会

を
行
う
な
ど
、
研
究
会
で

教
育
総

務
課
長

質
問

町
長

教
育
総

務
課
長

協
議
し
な
が
ら
対
応
し
た

い
。

　
　
　

保
護
者
の
意
見
を

吸
い
上
げ
る
と
い

う
こ
と
を
し
な
い
と
は

言
っ
て
い
な
い
。
今
後
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
の

町
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思

う
。

　
　
　

教
員
の
長
時
間
労

働
是
正
に
つ
い

て
。
現
在
、
小
学
校
の
教

務
主
任
、
複
式
学
級
担
任

の
激
務
が
推
察
さ
れ
、
健

康
が
心
配
。
現
在
の
学
級

編
制
で
は
、
法
制
上
解
決

で
き
な
い
。
抜
本
的
解
決

策
を
強
く
望
む
。

　

見
解
を
伺
う
。

　
　
　

各
校
教
務
主
任
と

し
て
の
力
量
の
あ

る
教
員
が
や
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
教
員
の

負
担
軽
減
の
面
で
、
今
後

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

勤
務
実
態
把
握
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
解
決
策
を
考
え
て
ほ

し
い
。

教
育
長

質
問

教
育
長

杉
山
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○
害
獣
駆
除
に
つ
い
て

　
　
　

全
国
の
森
林
被
害

の
75
％
が
シ
カ
に

よ
る
被
害
で
す
。
林
業
家

の
林
業
経
営
の
意
欲
を
低

下
さ
せ
、
国
土
保
全
・
水

源
涵
養
等
の
公
益
的
機
能

低
下
を
、
林
野
庁
は
大
変

な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る

が
。

　
　
　

シ
カ
の
被
害
が
増

加
し
て
い
る
の
は

事
実
で
、
シ
カ
の
食
害
対

策
と
し
て
公
共
造
林
な
ど

で
防
護
柵
を
設
置
し
て
、

被
害
対
策
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

猟
銃
や
猟
犬
を
持

つ
方
は
年
間
30
万

～
40
万
円
の
維
持
費
が
か

か
り
、
特
別
な
支
援
な
ど

具
体
策
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
。

質
問

農
林
課
長

質
問

問 森林環境譲与税の一部を害獣駆除に

答 桑野山貯木場と里山の整備にあてる

　
　
　

理
解
し
て
い
る
が
、

町
の
応
援
で
あ
る

補
助
金
が
狩
猟
者
の
重
荷

に
な
り
か
ね
ず
難
し
い
面

も
あ
る
。
今
後
、
狩
猟
者

の
皆
様
か
ら
、
声
が
上

が
っ
た
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。　

○�

平
成
31
年
度
の
町
内
観

光
活
性
化
策
は

　
　
　

大
井
川
鐵
道
を
活

用
し
た
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
の
発
信
は
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
り
、

町
と
し
て
も
検
討
し
て
は
。

　
　
　

昨
年
２
市
１
町
で

構
成
す
る
「
大
井

川
流
域
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
、
事
業
の
取
り
組
み
に

協
力
し
て
い
き
た
い
。

農
林
課
長

質
問

観
光
商

工
課
長

　
　
　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の

方
に
町
の
魅
力
や

美
し
い
四
季
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
大
事
だ
が
、

川
根
茶
の
魅
力
な
ど
、
伝

え
方
に
つ
い
て
の
工
夫
は
。

　
　
　

茶
茗
舘
や
茶
縁
喫

茶
な
ど
川
根
茶
の

魅
力
を
堪
能
で
き
る
よ
う

な
コ
ー
ス
も
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

　
　
　

今
後
、「
マ
ル
シ
ェ
」

を
念
頭
に
置
い
た

島
田
市
と
連
携
し
て
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
集
客
に
取
り

組
む
こ
と
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

川
根
本
町
の
観
光

案
内
等
も
含
め
て
、

「
マ
ル
シ
ェ
」
で
地
場
産

品
の
販
売
な
ど
、
出
資
の

予
定
は
な
い
が
、
参
加
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問

観
光
商

工
課
長

質
問

町
長

　
　
　

長
島
ダ
ム
や
大
井

川
の
堆
砂
を
搬
出

し
て
い
る
が
、
サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
安
全
確
保
は
ど
う
か
。

　
　
　

本
町
に
は
自
転
車

専
用
道
路
が
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
安
全
で
安
心

し
て
走
行
で
き
る
コ
ー
ス

設
定
が
重
要
要
素
で
あ
り
、

今
後
、
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

協
議
会
等
で
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

れ
ば
、
情
報
を
提
供
し
対

応
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

　
　
　

観
光
協
会
の
業
務

内
容
を
精
査
す
る

た
め
に
、
一
度
観
光
課
内

に
取
り
込
ん
で
、
再
度
委

託
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

毎
年
事
業
の
内
容

も
精
査
・
検
証
し

て
い
る
、
改
革
す
る
点
が

あ
れ
ば
、
事
業
内
容
を
精

査
し
た
上
で
体
制
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

観
光
案
内
所
に
は

豊
富
な
知
識
や
経

験
を
持
つ
、
優
秀
な
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
必
要
で
は

質
問

町
長

観
光
商

工
課
長

質
問

観
光
商

工
課
長

質
問

な
い
か
。

　
　
　

近
年
「
見
る
観

光
」
か
ら
、「
体

験
す
る
観
光
」
に
変
化
し

て
い
る
中
で
、
観
光
案
内

所
も
事
業
企
画
す
る
上
で
、

自
ら
の
体
験
や
、
情
報
収

集
等
が
で
き
る
人
材
が
求

め
ら
れ
る
。

　
　
　

凄
腕
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
選
び
は
重

要
だ
が
、
選
び
方
の
ポ
イ

ン
ト
や
心
当
た
り
は
い
か

が
か
。

　
　
　

関
係
人
口
、
定
住

人
口
の
中
か
ら
、

観
光
の
活
性
化
に
携
わ
っ

た
よ
う
な
人
材
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
募

集
等
に
よ
る
方
法
も
あ
る

と
考
え
る
。

観
光
商

工
課
長

質
問

観
光
商

工
課
長

澤西省司 議員

千頭駅前に位置する
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　平成30年11月に伊豆地域への視察研修を行いました。本町と同じような課題・
問題を強く感じ取りました。

議会報告会（平成31年2月22日文化会館・26日山村開発センター）

◎　観光ガイドの重要性と育成� 担当　中原　　緑
　観光地の魅力をアップさせるには、「観光ガイド」が重要。
①　ガイドにより、「住みたい町」になる。
②　ガイドの質を高め、ガイド料をいただくことも考えたい。
※�川根本町でも、観光ガイドが活躍できる土壌をつくりたい
と考える。

◎　地場産品を活かした「川根定食」の企画宣伝
� 担当　澤西　省司
　川根本町でも、オリジナル弁当や定食の必要性を感じた。
本町の自然薯、生産量県１位の柚子を使った定食を情報発信し、「丁子屋のとろろ」のよ
うな名物にしたい。

◎　これからの福祉充実構想� 担当　石山貴美夫
　南伊豆町は、総合戦略で具体的目標を示した。
①　�仕事・くらし・教育・医療の充実により、ファミリー層の転出を抑え、転入を増やす。
②　生涯健康の地域社会の創出、元気な高齢者を増やし、後期高齢者の転出を抑える。
※以上のことを本町でも可能か。検討していきたい。

◎　公的施設の集約とその後の活用� 担当　杉山　広充
①　学校の再編・統合について　【西伊豆町】
　・�2024年度までに、小学校３校、中学校２校、子ども園
３園を統合する。

　・�「複式学級」の存在、津波・浸水対策を考慮する。
②　�健康・福祉・子育て支援事業の拠点施設について　
【南伊豆町】

　・�同一施設内に、「地域包括支援センター」「社会福祉協
議会」を設置する。

※本町でも似ている状況であり、検討を要する。

◎　移住定住対策（地域おこし協力隊）� 担当　坂本　政司
　西伊豆町では、７名の隊員が活躍中。本町でも、２代目隊員が桑野山貯木場で活動中。
地域に出て地域産業に関わる活動が望まれる。将来は、観光、飲食、農業等の分野での登
用も必要と思う。

　《議会報告会を実施しての議員の感想》
①　�町民の参加者を得て実施できたことは、意義あることであった。生の声を聴くことが、町民
と議会、行政との距離を縮めることに繋がると思う。

②　�町民が、普段抱いている思い・意見・考えを充分に聴き取り、吸い上げる場が必要であるこ
とを痛感した。

③　議員は、町の直面する問題に真摯に向き合い、解決に向けて努力することを再認識した。
④　行財政も含め、コンパクト化すべきという意見があった。重要な指摘だと思う。
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皆さん、知っていますか?
シリ

ーズ

川根本町にオシドリが越冬にきていることを

　オシドリは日本国内で移動する漂
ひょう
鳥
ちょう
で、夏は中部地方より以北で、冬は本州以南（主に

西日本）へ南下して集団生活をします。
　驚いたことに、毎年11月初旬～３月末頃まで川根本町の大井川に、越冬と繁殖相手を求
めてやって来ます。野鳥に詳しい、町内の澤本　等さんは４0年ほど前からオシドリを確認
しているが、「その歴史は、遙か昔から冬の使者として来町していたはずだが、人々が気
付かなかったのでは」と、話されました。

○�　おしどり夫婦＝仲良し
夫婦というイメージがあ
るかもしれませんが、実
際は、毎年ペアを変える
ようです。

○�　オシドリは、カモ科で
夜行性です。

○�　雑食性で草や木の実、
昆虫類などを食べますが、
ドングリが好物で、大井
川の淵の上にドングリの
木があれば、越冬地にな
るでしょう。

○�　大井川の淵や町内４か
所のダムを含めて、200羽
以上いるとされています。

○�　３月31日までは徳山付
近で確認しましたが、今
は長野県内上高地や北国
で繁殖中の頃と思います。

写真提供者・徳山・澤本　等さん

11月、長旅を終えて（徳山付近）
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川根本
町の明日を拓

ひら

く人たち
シリ

ーズ

　今回は、地名で、しいたけやお茶などの地場産品の生産をし、また地元雇用と若者の定住
にも貢献している、農事組合法人　川根美味しいたけ（かわねおいしいたけ）を紹介します。

編
集
後
記

永続的な農林業経営を目指して
農事組合法人 川根美味しいたけ　代表理事　西原 睦実

　

い
よ
い
よ
新
緑
の
季
節
、

当
町
が
１
年
で
一
番
活
気

づ
く
季
節
で
す
。
新
し
い

令
和
時
代
の
幕
開
け
、
い

つ
ま
で
も
平
和
で
穏
や
か

な
時
代
で
あ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

　

令
和
元
年
に
名
誉
あ
る
、

献
上
茶
謹
製
が
当
町
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
回
、「
皆
さ
ん
知
っ

て
い
ま
す
か
」
シ
リ
ー
ズ

は
、
野
鳥
（
お
し
ど
り
）

で
す
。
注
目
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
議
会
活
動
報

告
会
に
は
、
多
数
の
皆
様

の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
が
、
町
民

の
身
近
な
広
報
誌
に
な
る

よ
う
に
今
後
も
努
め
て
参

り
ま
す
。
是
非
と
も
お
読

み
く
だ
さ
い
。

�

（
野
口
直
次
）

　（
議
会
広
報
委
員
会
）

委
員
長　
　

野
口　

直
次

副
委
員
長　

坂
本　

政
司

委　

員　
　

杉
山　

広
充

�

澤
西　

省
司

�

中
原　
　

緑

６ 月 ６ 日 木
９：00～ 本会議

（定例会・初日）

本会議終了後 全員協議会

６月14日 金
９：00～ 本会議

（定例会・ ２日目）

本会議終了後 議会運営委員会・全員協議会

６月２5日 火 ９：00～ 本会議
（定例会・最終日）

◆ ６月定例会の予定 ◆

○本会議場は役場本庁3階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（5６－２２２９）までお問い合わせください。

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴におでかけください。

　農事組合法人�川根美味しいたけは、平成21年
より操業を開始し、主に、椎茸用菌床を製造し、
農家さんへ販売、農家さんが生産した生椎茸を共
選出荷することを事業としています。
　平成23年には生産法人化し、自社での生椎茸生
産とともに、茶園の管理も手がけてきました。毎
年の規模拡大を重ね、昨年の主品目の生産量は、
菌床84万玉、生椎茸出荷量60ｔ、茶生葉100ｔと
なりました。また、昨年末に、荒茶工場である農
事組合法人「かわね山処苑」を吸収合併致しまし
た。
　当法人は、永続的な農林業経営を目指していま
す。正社員は平均年齢32歳と比較的若く、この人
たちが終身働ける場所、更にその先も永続できる
企業となることを目指しています。そのためにも、
福利厚生の整備、就業規則の制定等、従業員が長
く健康的に働ける施策を行ってきました。そして
これからも、改善を図っていく所存です。

【訂正とお詫び】
２月発行第53号の２ページ「平成30年度一般会計正補予算成立」は「補正」に、３ページの期末手当の支給率「年間4.45月」は「年間
3.45月」に、11ページ「土砂体積」は「土砂堆積」の誤りです。訂正してお詫び申し上げます。

も
う
す
ぐ
収
穫
で
す

美
味
し
い
し
い
た
け
、
お
届
け
し
ま
す
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